
 

はじめに 
 

2021 年 5 月、我が国では持続可能な食料システムの変革の達成に向けて、食料・農林水産業の生産力

向上と持続性の両立をイノベーションで実現する「みどりの食料システム戦略」が策定されました。 

我が国の食料システムを変革するために開発された技術の中には、高温多湿、稲作を主体とした農業、中小

規模の農業者の割合が高いなどの特徴を共有するアジアモンスーン地域に適用可能なものが多くあります。同地

域に適用可能な技術の実装を促進するため、農林水産省は 2022 年度 から「みどりの食料システム基盤農

業技術のアジアモンスーン地域応用促進事業」を開始し、国立研究開発法人国際農林水産業研究センター

（国際農研）が「グリーンアジアプロジェクト」として実施しています。 

今般、グリーンアジアプロジェクトの活動の一環として、関係機関との協力のもと、「アジアモンスーン地域の生産

力向上と持続性の両立に資する技術カタログ」を作成しました。本技術カタログは、近年（直近 10年程度）我

が国が国内での研究あるいは国際共同研究で得た成果から、アジアモンスーン地域での活用が期待され、持続

可能な食料システムの構築に貢献しうる技術をとりまとめたものです。 

本カタログに掲載される技術が、アジアモンスーン地域の行政官、研究者、普及担当、生産者、民間セクター

を含む多様な関係者の参考となり、あるいは、最適化や調整をとおして各地での実装につながることにより、アジア

モンスーン地域諸国における食料システムの変革の一助となれば幸いです。 

 
  




